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令和２年12月24日会議概要

第１ 日時

令和２年12月24日（木）午前９時から午後２時までの間

第２ 出席者

平林委員長、渡部委員、長谷委員、森委員、森田委員

警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、

交通部長、警備部長、警察学校長、京都市警察部長、情報通信部長等

《書記 公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》

第３ 議事の概要

１ 委員報告

森公安委員会委員の再任辞令交付（12月21日）

「 、 。 、委員から 先日の府議会終了後 知事から公安委員の再任の辞令をいただいた 引き続き

任期の３年間、頑張る所存であるので、よろしくお願いしたい 」旨の報告があった。。

２ 警察本部報告

(1) 精華大学等と連携した特殊詐欺被害防止啓発動画の制作について

生活安全部長から、年末における特別警戒活動の一環として、高齢者を狙った特殊詐欺

被害の防止を図るため、京都精華大学マンガ学部及び学生防犯ボランティア「ロックモン

キーズ」と連携し、高齢者にも分かりやすく親しみやすい漫画による動画を制作する等、

様々な広報媒体を用いて啓発活動を行うことについて報告があった。

委員から 「 ＡＴＭ機の引き出し限度額設定』を内容とする動画なので、ＡＴＭコーナ、『

ーで見られるようにすれば良いと思う 」旨の発言があり、生活安全部長から 「今回の動。 、

画放映については、京都銀行協会を通じてお願いしているところである。ＡＴＭコーナー

にモニター設備のある金融機関に対しては その旨の依頼を行っていくものとする 旨の、 。」

回答があった。

(2) 災害等発生時における死亡者家族の支援に関する協定の締結について

京都府内における災害又は事件事故により、死傷者が多数発生した場合において、京都

府警察及び一般社団法人日本ＤＭＯＲＴが相互に連携及び協力をして、死亡者家族の心情

、 、に配意したきめ細やかな支援を行い その精神的被害の軽減に寄与することを目的として

令和３年１月14日、協定を締結することについて報告があった。

委員から 「御遺族のケアは重要なので、有意義な締結であると思われる 」旨の発言が、 。

あった。

他の委員から 「ケア活動そのものは、会員がしているのか 」旨の質問があり、警務部、 。

長から 「警察と連携して会員がしており、主に看護師が派遣され、寄り添っている 」旨、 。

の回答があった。

他の委員から 「活動状況について具体的に分かれば、後刻報告願いたい 」旨の発言が、 。

あった。

(3) 令和３年「成人の日記念式典」に伴う雑踏警備について
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地域部長から、令和３年１月10日、11日に府内で催される、令和３年「成人の日記念式

典」に伴う雑踏警備の概要及び主催者による新型コロナウイルス感染症防止対策について

報告があった。

委員から 「一生に一度の成人式であるので、コロナ禍であるが実施できればと思う 」、 。

旨の発言があった。

(4) 「１１０番の日」広報啓発活動の実施について

地域部長から、令和２年11月現在、１１０番総受理件数のうち、いたずら・要望・相談

等の通報が全体の約30％を占める現状を踏まえ、令和３年１月１日から同年１月20日まで

の間、不要不急通報の抑止を図るなど、１１０番通報の適切な利用を促進するため、重点

的に広報啓発活動を実施することについて報告があった。また、刑事部長から、この啓発

活動に関連して 過日新聞報道された 山科警察署に迷惑電話を約1,200回かけた男１人を、 、

偽計業務妨害で逮捕したことについて併せて報告があった。

委員から １１０番に不要不急の案件が多いのであれば 不要不急の時は１１０番では、「 『

なく＃９１１０に連絡してください ということを大きくアピールして広報すれば良いと。』

思う 」旨の発言があった。。

(5) １１０番通報映像システムについて

地域部長から、警察庁は来年度、１１０番通報をした人にスマートフォンから事件直後

の現場映像を動画で送ってもらうシステムを全国で導入する方針であることについて報告

があった。

、「 。」委員から テレビ電話を受けられるシステムの方が良かったのではないかと思われる

、 、「 、 、旨の発言があり 地域部長から 今回の１１０番通報システムは テレビ電話ではないが

警察が通報者にＵＲＬを送って それにアクセスしてもらうというものである 旨の回答、 。」

があった。

他の委員から 通信機能が発展しているので 今後 上手く活用できるような方法を考、「 、 、

えると良いと思われる 」旨の発言があった。。

(6) 収賄事件の検挙について

刑事部長から、捜査第二課、田辺警察署及び中京警察署は、平成29年５月19日に開札執

行した建設工事の一般競争入札に関し、同年４月17日ころ、第三者を介して業者に対し、

秘密事項である設計金額を教示して職務上不正な行為をし、これに対する謝礼等として、

同年10月上旬ころ、同業者から、現金を受け取ったとして、令和２年12月19日、収賄で公

務員の男１人を逮捕した旨の報告があった。

(7) 「令和２年年末の交通事故防止府民運動」の実施結果について

交通部長から、令和２年12月１日から同月20日までの間に実施された「令和２年年末の

交通事故防止府民運動」の実施結果について報告があった。

、「 。」 、 、「 、委員から 高齢歩行者の乱横断は多いのか 旨の質問があり 交通部長から 未だ

後を絶たない状況である 」旨の回答があり、他の委員から 「乱横断について重点的な指。 、

導をお願いしたい 」旨の発言があった。。

(8) 指定講習機関の指定に関する告示等の一部改正について

交通部長から、府内指定自動車教習所の代表者、免許関係委託業者及び講習実施の委託

に関する要件の変更に伴い、公安委員会告示等の一部改正を行うことについて報告があっ



- 3 -

た。

(9) 男子第71回・女子第32回全国高等学校駅伝競走大会に伴う交通対策の実施結果について

交通部長から、令和２年12月20日に開催された男子第71回・女子第32回全国高等学校駅

伝競走大会の実施結果について報告があった。

委員から 「ランナーの前を車が横切ったが、過去に同じような事案はあったのか 」旨、 。

の質問があり 交通部長から 今回のようにランナーの直前を車両が通過したという事例、 、「

は記憶にない。再発防止に努めたい 」旨の回答があった。。

(10)令和３年京都府警察大震災警備訓練の実施について

警備部長から、京都府警察の災害対応能力の向上を図ることを目的に、令和３年１月18

日に実施する大震災警備訓練の内容について報告があった。

委員から 「今回の訓練では、コロナ禍を想定したものはあるのか 」旨の質問があり、、 。

警備部長から 今回の訓練は救出 救助訓練となるので コロナ禍を想定したものはない、「 、 、

が 各行政と警察が連携して防災計画等で避難所等について検討している 旨の回答があ、 。」

った。

(11)公安条例の申請許可状況について（11月分）

警備部長から、令和２年11月中に受理した「集会、集団行進及び集団示威運動に関する

」 、 、 。条例 に基づく デモ行進の許可申請に係る 専決事務の処理状況について報告があった

(12)追加報告

刑事部長から、令和２年７月に逮捕した京都府舞鶴市内において発生した警察官に対す

、 。る殺人未遂等事件の被疑者が鑑定を終え 不起訴処分となったことについて報告があった

(13)本部長総括報告

本部長から 年末最後の定例会ということで この一年間 公安委員の皆様には府警察、「 、 、

の管理をいただき、感謝申し上げます。私共としましても、審議を充実していただくため

に説明を尽くしていきたいと心掛けてまいりましたが、まだまだ足りないところもあるか

と思いますので、引き続き御指摘していただければと存じます。今年は、コロナの影響が

非常に大きかったので、例えば犯罪の認知件数も少なくなっていますが、経済の状況が治

安に影響してくるのは来年以降だと思われるので、よく注意していかなければならないと

思います。他方で、私共の業務のあり方ですが、警察業務にはリモートやデジタルなど立

ち後れている部分もあることから、今後、的確に対応していかなければならないと考えて

います 来年も引き続き 公安委員の皆様には 御指導をお願いいたします 旨の発言が。 、 、 。」

あった。

３ 公安委員長総括報告

公安委員長から 我々も 府警察の御協力を得て この一年大過なく過ごすことが出来た、「 、 、

と思っています。コロナ禍で警察の職務執行も制約を受けて大変やりにくい中ではありまし

たが、府民の安全・安心を守る使命に燃えて活動されたことに敬意を表します。コロナ禍で

も、６月には新庁舎が完成し、また７月に上野本部長が着任して、新しい体制で府警察の運

営がなされています。何より、本年のご協力に感謝をいたしまして、来る年が平安でありま

すように祈りたいと思います。年末年始の警戒警備の無事を祈りながら、皆さんどうか良い

お年をお迎えください 」旨の発言があった。。
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４ 個別報告

当面の行事予定等について

公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告が

あった。

５ 決裁

(1) 公安委員会宛て苦情等申出について（受理１件・処理２件）

公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、受理１件の報

告が行われ、処理方針が決定された。また、処理２件については調査結果及び通知案の説

明があり、審議の上、通知内容を決定した。

(2) 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について

監察官室訟務官から 運転免許の更新処分を受けた者 １件１人 原処分を不服として、 （ ）、

審査請求がなされたことに伴い、審査請求の趣旨、理由、原処分の内容等について説明が

あり、審議の上、審査請求の棄却を裁決した。

(3) 犯罪被害者等給付金（遺族）の支給裁定（案）について

警務課犯罪被害者支援室室長から、被害者遺族による犯罪被害者等給付金（遺族）支給裁

定申請の受理及びこれに伴う調査・検討内容について説明があり、審議の上、遺族給付金

の支給を裁定した。

６ 聴聞

(1) 運転免許関係行政処分について

交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴

取の結果について説明があり、審議の上、18件の行政処分を決定した。

(2) 風俗営業関係行政処分について

公安委員による風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律違反（２件２人）に

対する直接聴聞が実施され、審議の上、行政処分を決定した。


